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1．問題
1－1．自由遊びの中で見られるごっこ遊び
　ごっこ遊びについては多くの研究がなされて
いる。例えば玉置・橋本ら（2007）⑴による研
究では、ごっこ遊びの中でも 3 歳児と 4 歳児の
違いに着目して研究している。その中では遊び
をタイプ別に分類し量的な観点から分析し、さ
らに実際の事例から特徴を捉えそれぞれのごっ
こ遊びの様相について考察している。特に 3 歳
児においては「一人遊び、並行遊びが多くみら
れ」、同時に「なりきって遊ぶことを楽しんで
いる」様子が見られることから、「3 歳児は、
子ども一人ひとり、一人の主体として、遊びそ
のものを楽しんでいる」としている。また、長
橋（2013）⑵はごっこ遊びの中で「モノを用い
て行為をすることで、モノは意味づけられ、意
味づけられたモノを配置することで、意味空間
が立ち上がり、その意味空間の配置やつながり
がストーリーを構成し、遊びの行為を促してい
く」とし、ごっこ遊びの中で行為やモノが相互
的に作用しながら意味空間を構成していくこと
を明らかにしている。このようにごっこ遊びに
ついては様々な視点から研究が行われている。
その中でキーワードとして用いられているもの
として『模倣』と『なりきる』の 2 つが挙げら
れる。
1－2．『模倣』について
　幼児を対象とした『模倣』についての研究と
しては、例えば鈴木（2012）⑶は模倣された子
どもに着目し、子どもたちの相互行為にもたら
す機能と役割について考察している。その中で、
①他者とかかわることの端緒が得られること、
②他者の行為に気づき他者のイメージを認めて
新たな行為が生まれること、③自己の行為のイ
メージに気づき行為が自覚的になる、④自己の
行為のイメージに気づき他者とのかかわりが広
がること、⑤自己が肯定され他者に対しての直
接的な行為が生まれることの 5 つの役割を見出
している。つまりは『模倣』はする側だけでは
なく、される側にも様々な機能を持っていると
いうことが言える。また、瀬野（2010）⑷はごっ
こ遊びの中で子どもたちは、相互模倣において、
同じモノ、同じ動きを介して関わりながら「同
じ」であることを体感したり、互いにコンタク
トが成立していることを確認しあう姿が見られ
たことを示している。このように『模倣』を通
して子どもたちが他者との関係性を築いている
様子が見られる。
1－3．『なりきる』ことについて
　『なりきる』ことについて考えるためには、『な
る』ことはどういうことなのかについて考えな
ければならない。原口（2006）⑸は、『なる』こ
とについて心理臨床的観点から言及している。
原口は幼児について「無心に遊び戯れる幼児の
姿は、まさに自分に〈なって〉いる。いやっそ
もそもわざわざ「自分」という必要はないに違
いない。遊びのなかで幼児はたえず〈なって〉
いる」と述べている。これは人として生きてい
く中で自分自身になっていくこと、つまりは自
分というものを獲得していく過程における『な
る』とこについて言及していると解釈すること
が出来る。加えて、幼児がたえず〈なって〉い
るというのは、様々な『なる』経験、『なりきる』
体験を通して自分自身を確立していく過程と捉
えることもできるのではないだろうか。そのよ
うに捉えたとき、『模倣』することと『なりきる』
ことは 3 歳児の遊びの中でもそれぞれ行われて
いると考えられる。しかし、先行研究を見てみ
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ると『なりきる』こと、特に『なりきり遊び』
について言及しているものは少ない。ごっこ遊
びを見ていく際の一つの分類として扱われる場
合はあるが、そのものの意味について言及され
たものは少ない。
2．目的
　本研究では、『なりきる』というキーワード
を基に 3 歳児の自由遊びに着目し、遊びの中で
何かに『なりきる』場面を観察する上で、どの
ような意味を持っているのかについて考察する
ことを目的とした。実際の遊びの場面を観察す
ることによって、文脈も含めて子どもは遊びの
中でなぜ何かに『なりきる』のかについて明ら
かにする。なお、本研究における『なりきる』
とは、原口（2006）が述べている幼児が自分に
〈なって〉いるという状態に至る前段階と捉え、
『なる』上での『なりきる』経験と定義づける
こととする。
3．方法
（1）観察対象者
　本研究は、私立Ａ幼稚園の 3 歳児 21 名（男
児 10 名、女児 11 名）を対象に観察を行った。
観察時期は 2016 年 9 月～12 月の間に実施し、
時間帯は午前の自由遊びの間とした。観察対象
園の 3 歳児は基本的に室内での遊びが中心に展
開していたため、保育室、ホール、保育室前の
スペースでの事例であった。自由遊びの中で何
かに『なりきる』遊びが発生するのを待ち、そ
の前後の部分までを含めてフィールドノートに
メモをし、その後事例として書き出した。事例
については園長含め、各保育者にも回覧した。
また、事例に出てくる子どもの名前については
プライバシーの保護の観点からアルファベット
にて記述している。
（2）分析方法
　それぞれ書き出した事例において、前後の文
脈を含めてなぜ何かに『なりきる』のかについ
て考察を行った。その上で 3 歳児の『なりきる』
ことについて総合的に考察を行った。
4．結果・考察
　事例は全 17 事例である。次に代表的な事例
ごとにその意味について考察していく。前後の
文脈に関係する事例については併記し、考察す
ることとした。加えて、事例の中でも『なりき
る』と解釈した部分については波線を引くこと
とし、『なりきる』準備をしている部分に二重
線を引くこととする。本文中に出てこない事例
については添付資料として文末に記す。
事例①　ネコからヒーロー
　観察者が保育室に入ると、朝の身支度を終
えた男児 A（4 歳 1 か月）が「にゃー」と言
いながら四つ這いで保育室を歩いている。そ
のまま絵本コーナーに行き、机の上にのって
いる絵本をパラパラとめくり始める。しばら
くすると制作コーナーに副担任の男性保育者
がやってくる。男性保育者を見つけた男児 A
は制作コーナーで膝をついている男性保育者
に対し「アイコン（特撮ヒーローに出てくる
主人公のアイテム）作ってー」と言いながら
膝にのっかる。男性保育者は画用紙にアイコ
ンの絵を描き、男児 A に渡す。渡された男
児 A はその絵にマーカーで色を塗る。その
後、ホールの方に走って出ていった。
《考察》
　男児 A は今回収集した事例に最も多く関
わっている子どもである。この事例①では始め
に鳴き声と動作から推測するにネコになりきる
様子が見られた。その状態は移動する際に限定
的に見られたものである。その後は男性保育者
に働きかけ、次に『なりきる』であろうヒーロー
になるためのアイテムを制作している。ネコか
らヒーローに移行する時間は非常に早く、ある
意味最初に『なりきる』ネコは次の興味の対象
を見つけるまでのつなぎのように感じられたた
め、つなぎとして『なりきる』と考えた。
事例②　ヒーロー同士の戦い
　ホールに移動した男児 A（4 歳 1 ヵ月）は
紀要34.indb   94 17/03/27   13:39
盛岡大学紀要　第 34 号
― 95 ―
男児B（4歳1ヵ月）と話し合い、特撮ヒーロー
になりきって戦いごっこをすることにした。
ホールの両側から走ってきて真ん中でぶつか
り、一勝負し倒れるという行動を繰り返して
いた。始めは男児 A・男児 B の 2 人で行っ
ていたが、男児 C（3 歳 9 ヵ月）も仲間に加
わり、同じ行動を何度か繰り返した。しばら
く繰り返すと、最後に倒れるのではなくかわ
しながら走り続ける形に変化していった。3
人はだんだんお互いを追いかけ始めていき、
追いかけっこをしているような形になった。
3人の表情は非常に楽しそうな笑顔であった。
《考察》
　この事例は事例①の直後にホールで見られた
事例である。ヒーローになりきるためにホール
へ行った男児 A は男児 B とともに戦いごっこ
を始める。その様子を見て男児 C も遊びに加
わるが、しばらく同じ行動を繰り返していると
男児 A が衝突を避け、男児 B・C の周りを走
り出した。その行動を面白そうと感じたのか男
児 B・C が笑顔で追いかけ始めるという場面で
ある。これはヒーローになりきる中で偶発的に
生まれた遊びであると考えられる。戦いごっこ
をしている時点ではヒーローになりきる姿が見
られていた。しかし、男児Aがあくまでもヒー
ローになりきる中で見せた避ける行動から、男
児 B・C の追いかけっこのような遊びが誘発さ
れたと解釈でき、そちらに興味が移行したと考
えた。つまりはヒーローに『なりきる』ことが
きっかけになり別の遊びに発展したと考察する。
事例③　鬼ごっこ？
　男児A（4歳1ヵ月）・男児B（4歳1ヵ月）・
男児 C（3 歳 9 ヵ月）の 3 人がホールで追い
かけっこを始めしばらくすると、男児 A が
おにを決めようと提案した。3 人は集まり、
おにを決めた。そこへ、女児 D（4 歳 5 ヵ月）
と女児 E（4 歳 5 ヵ月）が保育室の方から歩
いてきて「何してるの？」と話しかけてきた。
女児 D たちの問いかけには特に返答するこ
となく、おにになった男児 B が一人、男児
A と男児 C が反対側に移動し対面式になり、
また真ん中に走ってきてぶつかるという行動
をし始めた。その様子を見ながら女児 D と
女児 E が「がんばれ！」と応援している。
《考察》
　この事例からは男児 A が鬼ごっこの提案を
し、一瞬そちらに移行したかに見えた遊びがま
た元の戦いごっこに戻ってしまったことがわか
る。これは男児Aの中でイメージされた鬼ごっ
このイメージが他の男児Bと男児Cには伝わっ
ておらず、結局戦いごっこに戻ってしまったと
考えられる。加えて、女児 D と女児 E の存在
もあることから益々戦いごっこのイメージを膨
らませてしまったのではないかと思われる。男
児 A が鬼ごっこの提案をしたにも関わらず、
戦いごっこに戻っても何も言及しないのは、や
はり男児 A が持っているヒーローに『なりき
る』というイメージが強いためではないかと考
える。これは遊びを継続させる一つの要素にな
ると推測できる。
事例④　再度ネコになり食事
　男児A（4歳1ヵ月）・男児B（4歳1ヵ月）・
男児 C（3 歳 9 ヵ月）の 3 人は保育室の目の
前にある子ども用のビニールプールに入り、
運動会で用いた魚やタコ、イカの人形（材質
は新聞紙と模造紙でできている軽いもので、
大きさは 1 m 位で子どもが抱きかかえるほ
どの大きさのもの）とじゃれあっている。そ
してその中のタコを 3 人が「にゃー」と言い
ながら四つ這いで囲むように食べるまねをし
た。その後、3人は保育室の中に入っていった。
《考察》
　これは事例①と同日の事例であり、片付けの
時間になる直前の事例である。男児 A は事例
①の段階でネコに『なりきる』様子が見られて
いたが、この段階は男児 B と男児 C も一緒に
ネコに『なりきる』姿が見られた。これは事例
①のようにつなぎ的な意味合いではなく、まさ
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にネコという共通のイメージの中で 3 人が遊ん
でいる姿であると考えられる。これはまさに、
『なりきる』ことで同じ空間の中で同じ遊びを
共有することが出来ていると考えられる。
事例⑤　ネコ再来
　ウレタン積み木が壁沿いに階段状に並んで
いるところを男児 A（4 歳 2 ヵ月）が四つ這
いで上ったり下りたりしている。そこへ女児
F（4 歳 0 ヵ月）がやってくると、男児 A は
「入っていいにゃよー」と言う。男児 A は保
育室に入ってきた副担任の男性保育者を見つ
け、「にゃー」と話しかけつつ後をついていく。
そして男性保育者に対し「にゃー」と言いな
がら体をひっかく動作をする。それを見てい
た周囲の数人もまねをしてひっかき始める。
男性保育者はその動作から逃げるように立ち
上がり、ホールの方へ歩いていく。
事例⑥　ネコのお家
　男児 B（4 歳 2 ヵ月）と男児 G（4 歳 3 ヵ月）
が四つ這いで歩いているのを男児A（4歳2ヵ
月）が歩きながらウレタン積み木の方へ誘導
していく。しばらく保育室内を四つ這いのま
ま歩いた後、3 人は床に寝転ぶ。そして一早
く起き上がった男児 A が 2 人の体をゆすり
起こし、また誘導し始める。そして「にゃん
こちゃんのおうちこっちだから」と言って段
ボールハウスの方へ誘導していく。
《考察》
　事例⑤、⑥については事例①～④の約 2 週間
後の事例である。事例①、④の時にネコになり
きっていた時よりも、ネコとしての模倣がリア
ルになり、よりネコに近づいていることがわか
る。特に事例⑥からわかるように、ネコのまま
遊びが展開している様子が見られた。保育室内
を歩く際にもネコとして歩き、最終的に「にゃ
んこちゃんのお家」に行くことになっている。
つまり、ネコに『なりきる』ことが遊びとして
成立し始め、さらに複数の子どもの間で役割が
分かれている様子も見られる。これは単に『な
りきる』だけではなく、ごっこ遊びとして成立
するところまで遊びが発展していると解釈する
ことが出来る。
事例⑦　女王になりたい
　女児 D（4 歳 6 か月）と女児 E（4 歳 6 か月）
はカラービニールで作られたスカートとマン
トを身に付け制作コーナーの近くで話してい
る。女児 D は「わたしはやっつける女王で、
女児Ｅちゃんは守る女王ね」と話している。
その後、女児 D が「本当の女王は青いマン
トをしないと」と女児 E にいう。女児 E は
ピンク色のマントとスカートだったため、衣
装がしまってある棚に行き、青いマントを探
し出し身に付けた。しかし、女児 D はそれ
に対し「違うよ」と話す。女児 E は担任の
女性保育者のところへ行き「違うって言われ
たー」、「髪もダメって言ったー」と話す。担
任保育者が介入し、女児 E はピンクのスズ
ランテープを腰に巻き落ち着いた。しかし、
その後も女児 E は女児 D の服装を足元から
頭までまじまじと見ている様子も見られた。
事例⑧　プリキュアになりたい
　女児 E（4 歳 6 か月）が「ドレスはー？」
と言いながらスズランテープが置かれている
棚に近づいていく。女児 D（4 歳 6 か月）が
後ろからついていき、スズランテープをハサ
ミで切ろうとする。その時切ろうとしている
スズランテープがピンク色だったのを見て、
「ピンクきらい」とつぶやく。女児 D は「女
児Ｅちゃんピンクきらいだってー」と言いな
がらスズランテープを切る。女児 E は「水
色がすき」、「水色と紫がすき」と女児 D に
話す。女児 D はその後、ハサミをめぐって
女児 K とトラブルになってしまう。トラブ
ルには担任の女性保育者が介入し、落ち着い
た後女児 D と女児 E の 2 人は髪にスズラン
テープを結んでもらう。次に女児 E は羽織っ
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ているマントを探し始める。色々な色のマン
トを身につけては脱いでという動作を繰り返
していた。最終的には風呂敷を手に持ち、担
任保育者に持っていきマントのように結んで
もらう。身に付けた後、まるで自分の格好と
女児 D の格好を見比べるかのように女児 D
を見つめながら、副担任の男性保育者の方に
歩いていき「たたかおうよー」、「魔法使いプ
リキュアよ」と言って、男性保育者とともに
ホールへ向かっていく。
《考察》
　これらの事例に登場する女児 D と女児 E は
観察期間を通してほとんどカラービニールでで
きた衣装を身に付けていた。非常に準備段階に
時間をかけている様子が見られ、それぞれのイ
メージで『なりきる』ことを目指しているよう
に見られた。この女児 2 人は月齢が高い 2 人で
あり、制作の道具についてもほとんどのものを
扱うことができ、自由に自分たちのイメージを
具体化しているように思われた。『なりきる』
ための準備として時間をしっかりかけ、またイ
メージの伝達についても言葉での伝達が多いよ
うに感じられた。特に月齢差、個人差の大きい
3 歳児クラスならではの姿であると考えられ
る。女児 E は女児 D の姿を意識し、装飾につ
いても同じような形に制作されている様子か
ら、一緒に同じこと、モノを共有していること
に楽しみや興味を持っているのではないかと考
えられる。
事例⑨　着替えてヒーロー
　男児 I（3 歳 9 ヵ月）が保育室で担任の女
性保育者にビニールでできた服と牛乳パック
でできたベルトを着けてもらい、嬉しそうに
ホールの方へ走っていく。ホールでは先に副
担任の男性保育者と数人の男の子たちが戦い
ごっこをして遊んでいた。男児 I はその中に
入っていき、その中の一人である男児 C（3
歳 10 か月）につかみかかっていった。始め
男児 C は不思議そうな顔をしていたが、男
児 I の勢いに対抗するようにつかみかかり、
男児 I を押し倒してしまった。男児 I は泣き
始めてしまい、男性保育者は「どうしたー？」
と言ってなだめ始める。男性保育者は完全に
死角で起こってしまった出来事になだめるこ
とに終始していた。そのうちに男児 C は保
育室の方に行ってしまった。
事例⑩　ネコじゃないと…
　女児 K（4 歳 3 か月）が朝のお仕度である
コップとお手拭き用のタオルをカバンから取
り出し、所定の場所に置きに行く。置いてす
ぐに四つ這いになり、ウレタン積み木ででき
たお家の周りを「にゃーにゃー」と言いなが
ら周りを回り始めた。するとお家の中から
「にゃーにゃーにならないと入っちゃダメ
にゃー」という声が聞こえてきた。入口付近
にいた女児 K は少し戸惑ったようにしてい
たが、お家の中にいた男児 G（4 歳 4 か月）
に「入っていいよ」と言われ、四つ這いのま
ま中に入っていった。
《考察》
　この事例からは『なりきる』ことが遊びへの
参加を促していることがうかがえた。男児 I は
衣装を身に付けることによって戦いごっこに参
加することが出来ると考えていたと思われる。
それは衣装を身に付け、嬉しそうにホールへ
入っていき、何も言うことなく戦いごっこに参
戦した姿から解釈することが出来る。つまり、
衣装を身に付け、ヒーローに『なりきる』こと
が男児 I にとって遊びへ参加することを促して
いると解釈出来る。同様に事例⑩においても、
ネコに『なりきる』ことが家に入る条件のよう
に機能していることがわかる。「にゃーにゃー
にならないと入っちゃダメにゃー」と言ってい
ることからも、ネコに『なりきる』ことが仲間
に入るための一つの手段のように認識されてい
る様子が感じられた。
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5．総合考察
　全 17 事例を一つひとつ丁寧に見ていくと、
『なりきる』ことを通して様々な様相が明らか
となった。まずは①つなぎという意味である。
これは特に遊びと遊びの移行部分において観察
されたものである。今回見られたのは保育室を
歩くという場面でネコに『なりきる』姿であっ
た。これは遊びと遊びを行き来する際に、単に
『なりきる』だけではなく、そのことから遊び
が発展していく可能性を秘めている。松井
（2001）⑹で示されている仲間への働きかけ方略
としての『模倣』につながる可能性を秘めてい
ると考えられる。次に②遊びの変容のきっかけ
という意味である。今回はヒーローに『なりき
る』中で、追いかけっこが発生した場面を見る
ことが出来た。これは偶発的に生まれた行動に
子どもが別の意味付けを行うことによって遊び
が変容した事例であると言える。次に③遊びの
継続性という意味である。今回の事例からは一
度別の遊びに変容したかに見えた鬼ごっこが
ヒーローごっこに戻っている場面が見られた。
これは 3 人の中で鬼ごっこよりもその前に行っ
ていたヒーローに『なりきる』場面が強くイメー
ジされたことで、鬼ごっこというイメージが共
有されることなく、再びヒーローに『なりきる』
ということがイメージされたのではないかと考
えられる。つまり、『なりきる』経験がその遊
びを継続させることにつながる一要因として捉
えられる。次に④場と空間の共有という意味で
ある。同じものに『なりきる』ことによって同
じ空間で遊ぶことが出来ている。今回の事例で
は同じネコに『なりきる』ことによって同じ食
事場面をイメージすることができ、遊びに発展
している。次に⑤ごっこ遊びの成立という意味
である。④から継続・発展的に見られた事例で
ある。ネコとネコを誘導する役割の人物とに役
割を分かれて成立している。それぞれの役割に
『なりきる』ことで、それぞれのイメージの中
で遊びを楽しんでいる様子が見られた。次に⑥
仲間関係の成立の意味である。同じモノや装飾
品を身に付けることで、お互いを遊び仲間とし
て認める、認められる関係性を形成している様
子がうかがえた。何度も相手の様相を観察し、
その様相に『なりきる』ことで仲間関係を形成
しようとしている様子が見られた。最後に⑦遊
びへの参加条件の意味である。なにかに『なり
きる』ことがその遊びへの参加を促している事
例である。この際、遊びの場がすでに成立して
いる場面が必要になるが、その遊び場にスムー
ズに参加するために『なりきる』ことが求めら
れていた。
　以上、7 つの意味を実際の保育場面から見出
すことが出来た。
6．今後の展望
　本研究では、実際に 3 歳児保育室にて観察す
る中で『なりきる』ことの意味を考察した。そ
の際、子どもたちの遊びを観察していると次か
ら次へと『なりきる』対象が移り変わっていく
様子が見られた。今回はその変容のプロセスま
で対象としていないため、今後そのプロセスに
ついても対象としていく必要があると考える。
また、今回キーワードとした『なりきる』こと
と多くの先行研究が見られる『模倣』について
それらの関係性まで言及することは出来なかっ
た。今後はそれらの関係性まで扱っていくこと
も必要であると考えた。
7．倫理的配慮について
　本研究では直接保育現場にて自然観察法を用
いて事例を収集した。記録については園長に事
前に調査概要を口頭で説明し、研究以外の目的
には使用せず、決して個人情報は公表されるこ
とがないことを説明し、許可を得た上で観察を
開始した。
　なお、分析結果の記述内容は園長にあらかじ
め了承を得ることにより、対象者の個人情報の
保護および意思を尊重することに努めた。
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添付資料
事例⑪　ヒーローから海、海からネコ
　男児 A（4 歳 2 ヵ月）と男児 G（4 歳 3 ヵ月）が
ウレタン積み木を「特撮ヒーローのおうち」と言っ
てつなげている。徐々につなげていき四方を囲むよ
うに進めていった。つなげながら、その上を渡って
遊び始めた。男児 A が渡っていき、その進行方向
に男児 G が積み木を置いていくというように、自
然と役割分担が出来上がっているようであった。積
み木は四方につなげていったものの、最後の一辺は
つなげず途中にとどまった。そこに男児 B（4 歳 2 ヵ
月）が登園してくると、男児 A が笑顔で駆け寄っ
ていく。男児 B の朝の支度が終わるのを待って男
児 A が男児 B を連れて戻ってくる。今度は 3 人が
囲まれた中に入り、「温泉だー」と言いながら座り
始める。そして男児 A が積み木に上り、囲まれた
外を指さし「海だよ」と言っている。その言葉に対
し男児 G は「水はないけどねー」と答える。その後、
少しの間積み木の上を渡って遊んだ後、ホールの方
へ走っていった。しばらくすると男児 A、男児 B
と男児 H（4 歳 0 ヵ月）の 3 人がホールから保育室
に駆け込んでくる。そして積み木の上に四つ這いで
のり、「にゃー」と言いつつわたっていく。
事例⑫　下敷きになったネコ
　この日は担任の女性保育者がウレタン積み木を四
方に積み上げ、その上に布を斜めにかけお家のよう
に配置をしていた。中には子どもたちが 5 人くらい
は入ることが出来る位の広さになっている。そのお
家の中で男児 M（4 歳 1 か月）と女児 J（3 歳 9 か月）
が「にゃー」といい四つ這いで入っていく。そのお
家の前では男児 A（4 歳 3 か月）が牛乳パックをつ
なぎ合わせて作られたパーテーション（高さは 80
㎝ 位で幅は 180㎝ 位の真ん中で折り曲げられるも
の）が倒れた下敷きになり「誰か助けてー」と叫ん
でいる。しかし周囲の子どもたちは目もくれない。
仕切り自体は非常に軽く 3 歳児でも一人で起こすこ
とが容易にできる軽さのものである。誰にもかか
わってもらえない男児 A は仕方なく自分で起こし、
仕切りを直した後「にゃー」と一度叫び、部屋の中
を四つ這いで歩き始めた。
事例⑬　ワニで散歩
　ウレタン積み木でできたお家の中から「ワニ、ワ
ニ、ワニ…」と言いながら男児 M（4 歳 1 か月）が
ワニの歩き方をマネしながら出てくる。お家の前に
ある牛乳パックの仕切りの上から見下ろしている筆
者の顔を時折見上げるしぐさをするも、また「ワニ、
ワニ、ワニ…」と言いながら保育室を歩き始める。
それに気づいた男児 B（4 歳 3 か月）は「へー、ネ
コちゃんだったのに？」と不思議そうに見下ろしな
がら話しかける。男児 M はその言葉に反応するこ
となく「ワニ、ワニ、ワニ…」と言いながら保育室
を歩いていた。
事例⑭　威嚇するネコたち
　3 歳児保育室の前に巧技台が積み上げられ並べら
れている。4 台ほど横に並べられている巧技台の上
で数人の子どもたちが「にゃーにゃー」と言いなが
ら四つ這いで渡り歩いている。端から端まで歩いて
きては巧技台から降りて隣にある室内用の鉄棒の方
に移動したりする姿が見られる。筆者が 3 歳児保育
室より出てくると、女児 D（4 歳 7 か月）を含む 3
歳児数人に「にゃー！にゃー！」と威嚇するような
声を掛けられる。女児 D は「にゃんにゃんのお家
にゃ」と言って鉄棒の方に移動する。
事例⑮　戦いをする前に
　男児L（4歳 3か月）は普段からカラービニールで
できた衣装をよく着て遊んでいる様子が見られる。
そして副担任の男性保育者とホールでよく戦いごっ
こをする様子が見られていた。この日も保育室の中
でカラービニールでできた衣装を身に付け、牛乳
パックでできたベルトを締め、副担任の男性保育者
に走っていき「戦いごっこやろう！」と話している。
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事例⑯　
　制作コーナーで女児 E（4 歳 7 か月）がずっとリ
ボンを切ってはカラービニールでできた衣装に貼り
付けている。その際、衣装は脱ぐことなく、胸の位
置にリボンをセロハンテープで貼り続けている。リ
ボンをつける毎に周りに視線を送り見ている様子が
見られた。それは女児 D（4 歳 7 か月）の着ている
衣装と同様の飾りであった。そんな中お片付けの声
がかかり、女児 E もその声の方を見ていた。そし
てゆっくりとリボンが取れないように気を付け、衣
装を脱ぎ、自分のロッカーに歩いていき、作った衣
装を自分のお道具入れに丁寧に入れる。
事例⑰　ゆきんこ
　この日は園の行事の関係で子どもたちは真っ白な
格好をしている。その姿をみて女性保育者は「ゆき
んこみたい」とつぶやく。そのつぶやきを聞いてい
た女児 E（4 歳 8 か月）は、「ゆきでーす、ゆきでー
す」と言いながらその場でひざをつき、顔を両手で
隠すような動作をした。そして積み木の場所で遊ん
でいた女児 F（4 歳 2 か月）の方に視線を持っていっ
た。
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